
森美術館「アナザーエナジー展：挑戦しつづける⼒―世界の⼥性アーティスト16⼈」関連プログラム

⼭本⾼之、&本知彦、菅原⼩春によるプログラムで創作
パフォーマンス映像・ドキュメンタリー映像

『THEATRE for ALL』『MAMデジタル』にて10⽉29⽇配信開始

お問い合わせ
本作についてのお問い合わせ等は下記までご連絡ください。

株式会社precog（プリコグ） 【平⽇10:00〜19:00】 担当：佐藤瞳、⽥澤瑞季
MAIL：info@precog-jp.net TEL：03-6825-1223 FAX：03-6421-2744

WEB: https://precog-jp.net/
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プレスリリース｜報道関係者各位2021年10⽉28⽇公開

撮影：林哲郎

2021年6⽉から8⽉にかけて森美術館を中⼼に開催した「Meet the Artists」⼭本⾼之「イクトゥス」、
まちと美術館のプログラム「アート・キャンプ for under 22 Vol. 7 ヒューマン・ビギン：アシタナニ

スル?」 。アーティストの⼭本⾼之、ダンサー・振付家のd本知彦、菅原⼩春とともにプログラムに参
加し作品をつくった参加者の姿を映すパフォーマンス映像とドキュメンタリー映像を創作しました。
バリアフリーに特化したオンライン劇場『THEATRE for ALL』と、森美術館がウェブサイトやソー
シャルメディアなどデジタルメディアを通して展開するプログラム『MAM（マム）デジタル』にて、
10⽉29⽇（⾦）より順次配信開始！

「ヒューマン・ビギン：アシタナニスル?」ドキュメンタリー映像より

https://precog-jp.net/
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「Meet the Artists」⼭本⾼之「イクトゥス」パフォーマンス映像・ドキュメンタリー映像

2カ⽉間にわたった本プログラムでは、⿂に詳しい先⽣の話をZOOMで聞いたり、ミュージシャンとの

歌詞づくりに参加したり、⿂の⾐装を作成したり、たくさんの活動をとおしてミュージカルを完成させ
ました。最終⽇に⼦どもたちが発表したミュージカルの映像と、本番までのワークショップの様⼦を記
録したドキュメンタリー映像を公開します。不思議な⿂の世界に潜り込んだ⼦どもたちは、どんなこと
を感じたのでしょうか。真剣な作品づくりの様⼦など、参加者の豊かな表情をぜひご覧ください。

【パフォーマンス映像】10⽉29⽇配信開始
オリジナル版(英語字幕付)［THEATRE for ALL・ MAMデジタル 同時配信］
バリアフリー⽇本語字幕版／バリアフリー⽇本語字幕＋⼿話版［THEATRE for ALLにて配信］
https://theatreforall.net/movie/ichthys/

【ドキュメンタリー映像】12⽉配信開始予定
オリジナル版(英語字幕付)［THEATRE for ALL・ MAMデジタル 同時配信］

【トレーラー映像】公開中！ オリジナル版／⼿話＋バリアフリー⽇本語字幕版／英語字幕版
https://youtube.com/playlist?list=PLvnFtqkfhLtyJ_IAw8Bv5vutU9XB4Mnfi

アーティスト｜⼭本⾼之（やまもと・たかゆき）
1974年愛知県⽣まれ。⼦どもの会話や遊びに潜在する創造的な感性を通じて、普段は意識するこ
とのない制度や慣習の特殊性や個⼈と社会の関係性を描き出してきた。近年は地域コミュニティ
と協働して実施するプロジェクトや、⼀般を対象としたオルタナティヴなアートスクール・プロ
グラムにも取り組んでいる。⼭本は愛知教育⼤学⼤学院を修了後に渡英し、ロンドン⼤学チェル
シー・カレッジ・オブ・アート・アンド・デザインを修了。これまでに第6回シャルジャ・ビエ
ンナーレ（2003）、「笑い展：現代アートに⾒る『おかしみ』の事情」（森美術館、2007）、あ
いちトリエンナーレ2010、「アジアの亡霊」（アジア美術館、サンフランシスコ、2012年）、
「ゴー・ビトゥイーンズ展：こどもを通して⾒る世界」（森美術館ほか、2014-2015）、第3回コ
チ＝ムジリス・ビエンナーレ（2016）などに参加。2017年にはアートラボあいちにて個展「⼭本
⾼之 Children of men」を開催。「⼭本⾼之とアーツ前橋のビヨンド20XX展 未来を考えるため
の教室」（アーツ前橋、2019）。森美術館ラーニングでは、「笑い展」（2007）関連プログラム
としてワークショップ「スプーン曲げを教える」、「イ・ブル展」（2012）での関連企画ワーク
ショップ「チルドレン・プライド4.28 in 六本⽊ヒルズ」、「ゴー・ビトゥイーンズ展」
（2014）展⽰作品のためのワークショップ「どんな地獄へ⾏くのかな」などを実施している。

撮影：加藤 甫

ドキュメンタリー映像ディレクター｜⽥中隼（たなか・じゅん）
⽇本、東京在住。初の⻑編作品、BAMY（2017）が新宿シネマカリテで劇場公開。第35回トリノ
映画祭（イタリア）のメインコンペティション部⾨選出を⽪切りに、北欧最⼤のジャンル系映画
祭「Night Visons」、世界最⼤の⽇本映画祭「ニッポンコネクション」などで上映、その後、東
南アジア14カ国でテレビ放送される。開発中の⻑編映画2作⽬、DOPPELGANGER STORYがイタ
リアで⾏われた国際共同製作マーケット"Apulia Film Forum 2019"に正式招待。第21回東京フィ
ルメックスNew Director Awardのファイナリストにも選出される。現在、同プロジェクトは⽇伊
国際共同製作として準備が進められている。

ミュージシャン｜額⽥⼤志（ぬかた・まさし）
1992年東京都出⾝。作曲家、演出家。8⼈組バンド『東京塩麹』、カンパニー『ヌトミック』を主宰。⽇常の中で⾒過
ごされている⾳や⾔葉をパフォーマンスに落とし込むことを⼤切にしている。個⼈の活動として、Q／市原佐都⼦
『バッコスの信⼥─ ホルスタインの雌』などの舞台⾳楽、JR東海『そうだ京都、⾏こう。』などの広告⾳楽も数多
く⼿掛ける。

ミュージシャン｜あっこゴリラ（あっこごりら）
ドラマーとしてメジャーデビューを果たし、バンド解散後ラッパーとしてゼロから下積みを重ねる。 2019年よりJ-
WAVE『SONAR MUSIC』でメインナビゲーターを務め、また⽴教⼤学でのジェンダー講義や、アフリカ⼤陸マラウイ
で村⼈を巻き込んだストリートライヴなど、性別・国籍・年齢・業界の壁を超えた唯⼀無⼆の表現活動を⾏う。

ミュージシャン｜テニスコーツ（てにすこーつ）
さや(歌、鍵盤)と植野隆司(ギター)の⼆⼈で、⽇本を拠点とし、海外でも活動を⾏う。シンプルなアコースティックで
の演奏を軸に、⼈や場所との出会いを反映した多様なポップソングへと昇華。1995年レーベルmajikickを発⾜し、以
後多くのミュージシャンのアルバムをリリース。2020年インディミュージックのストリーミングサイトminna kikeru
を⽴ち上げ、運営にあたる。

©comuramai / takaramahaya

Photo : Peter Kammermeier

https://theatreforall.net/movie/ichthys/
https://youtube.com/playlist?list=PLvnFtqkfhLtyJ_IAw8Bv5vutU9XB4Mnfi
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多数の応募のなかから選ばれた、バックグラウンドの異なる16歳から22歳のユース世代の表現者9⼈

が、ダンサー・振付家のd本知彦と菅原⼩春とともに「⾃分らしさ」を探究した「アート・キャンプ for 
under 22 Vol. 7 ヒューマン・ビギン：アシタナニスル？」。森ビルが運営する街のなかで、「男らし

さ」と「⼥らしさ」、「都会」と「⾃然」などイメージを交差し、仲間たちと対話をかさね、パフォー
マンスをつくり上げる過程を記録したドキュメンタリー映像を公開します。参加者それぞれが悩み、⾃
分らしい表現に向き合った濃密な時間をぜひご覧ください。

【ドキュメンタリー映像】
オリジナル版［THEATRE for ALL・ MAMデジタル 同時配信］10⽉29⽇配信開始
バリアフリー⽇本語字幕版／バリアフリー英語字幕版［THEATRE for ALL にて配信］11⽉配信開始予定
https://theatreforall.net/movie/human-begin-what-arewedoingtomorrow-trailer/

【トレーラー映像】公開中！オリジナル版／⼿話＋バリアフリー⽇本語字幕版／英語字幕版
https://youtube.com/playlist?list=PLvnFtqkfhLtzkIpW3Qqk6zaFtVMkskwyt

まちと美術館のプログラム「アート・キャンプ for under 22 Vol. 7 ヒューマン・ビギン：アシタナニ

スル?」 ドキュメンタリー映像

出演｜�本知彦（つじもと・ともひこ）
シルク・ドゥ・ソレイユにて⽇本⼈男性ダンサーとして初めて起⽤され、2011~2014『Michael Jackson The 
Immortal World Tour』27カ国485公演に出演。
東京2020オリンピック開会式ではソロパフォーマンスを披露。
振付師としてSia『Alive』⽇本版のMVで⼟屋太鳳に振付、⽶津⽞師『感電』などMV、ライブツアーを担当す
る。
CMではポカリスエット、UQモバイルなど多数、世界で活躍するトップダンサーであると共に、振付師として
も活躍中。
www.tsujimoto.dance

＊「Û」のシンニョウは点1つです。環境によっては点2つで表⽰される場合があります。

© Miyahara Muga

出演｜菅原⼩春（すがわら・こはる）
幼少期に創作ダンスを始め、数々の有名ダンスコンテストで優勝、注⽬を集める。2010年に渡⽶し、独⾃のダ
ンススタイルが⾼く評価され、トップアーティストのバックダンサーとしてのキャリアを積み、海外でも⼀⽬
置かれるダンサーとなる。2015年スティービー・ワンダーとのCM共演が話題となり、⾃らが演出を⾏った単
独公演 SUGAR WATERを成功させる。NHK2020応援ソング「パプリカ」では振付をÛ本知彦と共作する。
2019年NHK⼤河ドラマ「いだてん」にも出演し、⼥優としても活動の幅を広げている。現在までに世界35ヵ
国以上を⾶びまわり、ワークショップやショーを⾏う傍ら、TVCM、ラジオ、ファッション誌などにも登場。

⾐装・⾳楽監修｜清⽔⽂太（しみず・ぶんた）
スタイリストとして、19歳から⽔曜⽇のカンパネラのツアー⾐装や、著名⼈、テレビ・企業広告のスタ
イリング、Benettonをはじめとしたブランドのアートディレクションを⼿掛ける。コラムニストとして
雑誌「装苑」をはじめとした多数メディアに寄稿。2019年に⾃⾝初アルバム「僕の半年間」を発売。
RED BULL MUSIC FESTIVALでのライブ出演や広告・映像作品での⾳楽提供など、アーティスト・スタ
イリスト・アートディレクターとして多岐にわたる活躍を⾒せている。

映像・撮影｜渡邉寿岳（わたなべ・やすたか）
映画・広告・舞台等の映像撮影を⼿がける撮影技師・撮影監督。撮影を⼿がけた作品として映画に
『VIDEOPHOBIA』『TOURISM』（宮崎⼤祐監督）、『王国（あるいはその家について）』（草野なつ
か監督）など。配信作品にシアターコクーン配信企画『プレイタイム』（演出：梅⽥哲也／杉原邦⽣）、
KAAT『オレステスとピュラデス』（演出：杉原邦⽣）がある。梅⽥哲也、⼩林耕平らアーティストの映
像作品で共同作業をおこなう。

©⻄光祐輔

©清⽔⽂太

https://theatreforall.net/movie/human-begin-what-arewedoingtomorrow-trailer/
https://youtube.com/playlist?list=PLvnFtqkfhLtzkIpW3Qqk6zaFtVMkskwyt
http://www.tsujimoto.dance/
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ワークショップの記録

写真：⽥⼭達彦、写真提供：森美術館

まちと美術館のプログラム「アート・キャンプ for under 22 Vol. 7 ヒューマン・ビギン：アシタナニスル?」
2021年6⽉26⽇(⼟)〜2012年8⽉2⽇(⽉) 全10⽇間 ワークショップ、映像収録の様⼦

「Meet the Ar9sts」⼭本⾼之「イクトゥス」
2021年6⽉5⽇(⼟)〜2012年8⽉15⽇(⽉) 全8⽇間 ワークショップ、映像収録の様⼦

上段｜写真：⽥⼭達彦、写真提供：森美術館
下段｜写真： ©林哲郎



「THEATRE for ALL」とは
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森美術館が展開する新しいラーニング・プログラム。森美術館は開館以来、未就学児から⼩中学⽣を対
象にした展覧会鑑賞を⽬的とした学校プログラムやアーティストと協働したワークショップなどをさま
ざまな世代の⽅を対象に継続して実施してきました。2020年5⽉からはオンライン・プログラム
「MAMデジタル」のなかで「ラーニングONLINE」を開始しましたが、本プログラムはそのなかの新
シリーズとして、⻑期的なプログラムを展開いたします。「Meet the Artists」では、毎回、アーティ
ストやキュレーターとオンラインで出会い、⾃分たちの⾔葉で直接語り合うことができます。美術館空
間でのアート作品とのリアルな体験と並⾏し、オンラインで出会えるアート体験を充実させていきま
す。現実の空間で充分に体感できない分、⼀緒に想像⼒で世界を広げていきましょう。

ウェブサイト：https://www.mori.art.museum

森美術館「Meet the Artists」とは

だれでも、いつでも、どこからでも。ひとりひとりが繋がれる “劇場”。劇場体験に、アクセシビリ
ティを。それが『THEATRE for ALL』のミッションです。
⼦どもから⼤⼈、そして、お年寄り。聴こえない⼈、⾒えない⼈、⾞椅⼦で移動する⼈。使う⾔葉が異
なる⼈、育児・介護をしている⼈、海の向こうで暮らしている⼈。環境や⾝体のちがいから劇場を訪れ
なかった⼈が、別の⽅法で“劇場”にアクセスできるようになれば、ひとりひとりの⽇常もひとつひとつ
の作品も、もっとおもしろくなるはず。『THEATRE for ALL』はそんな思いから⽣まれた、アクセシ
ビリティに特化したオンライン劇場です。

ウェブサイト：https://theatreforall.net/

クレジット

「Meet the Artists」⼭本⾼之「イクトゥス」パフォーマンス映像・ドキュメンタリー映像

主催：株式会社precog、森美術館
企画：株式会社precog、森美術館ラーニング
企画協⼒：⽇本財団 DIVERSITY IN THE ARTS
助成 ：⽇本財団
協⼒：ゲーテ・インスティトゥート東京

まちと美術館のプログラム「アート・キャンプ for under 22 Vol. 7 ヒューマン・ビギン：アシタナニスル?」

ドキュメンタリー映像

主催：株式会社precog、森美術館、森ビル株式会社
企画：株式会社precog、森ビル株式会社、森美術館ラーニング
企画協⼒：⽇本財団 DIVERSITY IN THE ARTS
助成 ：⽇本財団
協⼒：Climb Park Base Camp

https://www.mori.art.museum/
https://theatreforall.net/

